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2-2. Secure VPN Client 側の設定 
 
前提：既にソフトウェアがインストール済みであること 
 
また、Secure VPN Client を設定するにあたり SSG 側で設定した以下の内容が必要となり

ますので事前に準備をお願いします。 
 
1. ユーザ作成の際に設定した IKE Identity のメールアドレス 
2. フェーズ 1 設定で設定した Preshared Key（事前共有鍵） 
3. フェーズ 1/フェーズ 2 設定で設定した暗号アルゴリズムとハッシュ値 
 
 
・タスクトレイにある Secure VPN Client のアイコンを右クリックし、”ポリシーエディタ

を実行”を選択します。 
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・はじめに共有鍵を設定します。鍵管理タブを選択してください。 
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・下の方にある”自分の鍵”を選択し、追加を選択して新しい認証鍵ウィザードを表示させま

す。 
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・”既知共有鍵を作成する”を選択し、次へ進みます。 
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鍵として設定する内容は以下になります。 
 
名前：任意の名前 
共有シークレット：任意の値 
 
ここではサンプルとして以下のように設定します。ただし、共有シークレットの値は SSG
で設定したものと同じにする必要があります。 
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・次に ID を設定します。 
 

 

 
ここで設定を行うのはローカル側となり、選択支として以下があります。 
 
・ホスト ID アドレス：端末の IP アドレス 
・ホストドメイン名：端末のホスト名 
・管理者の電子メール：メールアドレス 
・ベンダ固有（CISCO Group ID）：接続先が Cisco の場合 
 
今回はメールアドレスを設定します。ただし、メールアドレスの値は SSG で設定したもの

と同じにする必要があります。 
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下記のように追加がされますので、適用ボタンを押し反映させてください。 
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次にセキュリティポリシータブを選択し、VPN 接続を選んで追加を選択します。 
 

 

 
・接続先である SSG ルータの情報を入力します。 
 
ゲートウェイ名：SSG ルータの Untrust 側の IP アドレス（名前解決が出来ればホスト名） 
リモートネットワーク：SSG ルータの Trust 側の IP アドレス 
認証鍵：先に作成した共有鍵の名前 
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リモートネットワークの項目は下記のように事前にプロファイルとしてエントリーを作成

し、後で選択するようにします。 

 

 
・ここで一度、OK を選択し、継続します。 
 

 

 
・適用を押して、反映させます。 
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・プロパティを選択し、詳細タブより、NAT 装置を経由するにチェックを入れます。今回

はクライアント端末が NAT ルータの配下にあるためこの設定を有効にします。チェックを

つけない場合は VPN 接続が確立するものの実際の通信が出来ないことになります。 
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・OK を押して終了します。 
 
 
・タスクトレイにある Secure VPN Client のアイコンを右クリックし、”VPN を選択”から

作成した VPN 接続を選択し、VPN 接続を開始します。 
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正常に VPN 接続ができると下記のようなメッセージが表示されます。 
 

 

 
後は普段利用しているアプリケーション等から社内にある Web サーバやメールサーバへ接

続、又は Windows のファイル共有などを利用します。 
 
 
 
 
 
 
※参考：接続が成功した場合の SSG には下記のようなログが記録されます。 
 

 
 
 


